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1. 序論 
 博多湾の湾奥部において、底層部に発生する貧酸素水塊により底生生物が多量

に死滅することは、熊谷らによる研究
1)
でも明らかとなっている。熊谷らによる

解析 1)では、ホトトギスガイの肉質部分に含まれる炭素量を基にして理論的に遺

骸による酸素消費量が求められている。しかしながら、ホトトギスガイが実際に

死滅し、遺骸が分解される程度でどの程度の酸素を消費するかはこれまでのとこ

ろ明らかにされていない。そこで、本研究では博多湾海底の優占種であり、夏場

に多量の死滅が認められるホトトギスガイの遺骸が分解される過程での酸素消費

に着目し、実験を行った。本研究では、この実験結果と、井上ら
2)
による呼吸速

度との比較を行ことにより遺骸による酸素消費が、貧酸素水塊の進行に与える影

響を解明することを目的とした。 
2. 実験装置および手順 
 写真 1 は、実験に用いた装置を示している。本体部分は容積2.75l
のアクリル製の円形容器であり、この容器の上部から DO センサー

（WTW 製 Oxi340i）を装置内に挿入し、溶存酸素濃度を計測した。

容器内はスターラーにより均一に撹拌した。 
 実験手順は次の通りである。まず、酸素を吹き込み飽和状態にし

た海水で容器を満たす。次に、死亡した直後のホトトギスガイの遺

骸を投入し、上蓋を閉める。この状態で、DO 濃度の測定を行い、

容器内の濃度が1 /mg l 前後に低下した時点で曝気し、再び飽和状態

からの酸素消費量を測定することを繰り返した。この時、容器内に

入れたホトトギスガイはそ

のサイズを予め測定し、ほぼ

同じ大きさのものを用いて

いる。また、その乾燥身質量

は、同じ大きさと考えられる

ホトトギスガイを用いて別

途測定した
3)
。また、水温に

よる遺骸分解速度の違いを

測定するために水温 20℃と

30℃の条件で実験を行った。  
3. 結果および解析手法 

図 1 は、ホトトギスガイの

遺骸による酸素消費量と呼

吸のみによる酸素消費量
2)
の関係（水温 20℃）を表している。この図から、最終的な遺骸による全酸素要求

量を解析的に求めることにした。その手法は以下の通りである。遺骸の分解に伴う全酸素要求量をOD 、実験

開始から時刻 t までの酸素消費量を ( )OC t とすると、時刻 t における酸素要求量は ( ) ( )f t OD OC t= − と表せ

る。ここで、酸素消費量が 1 次反応に従うとすれば、 ( ) (1 )tf t OD e λ−= − ⇒  ( ) / (1 )tf t OD e λ−= − と表わさ

れる。 
図 2 は、左式のOD を変化させて ln( ( ) /f t OD の値と経過時間の関係を示している。この関係が最も直線に

なるときの値として OD を 1500 と定めることが出来た。次に、図 3 に示す関係を用いてλを定めた。この図

から、 1tλ = に相当する時刻 eT を読み取れば、 1/ eTλ = の式からλの値が定まる。 
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写真 1  実験装置 

図 1 遺骸の酸素消費量（水温 20℃） 

図 2 ln{f(t)/OD}と t(h)の関係 図 3 f(t)と t(h)の関係 
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4.解析結果および考察 
 図 4 は、遺骸による酸素消費量の実験値と理論値の比較

を表わしている。図中、実験時酸素消費量は実線、理論値

( ) (1 )tf t OD e λ−= − を破線で示している。この図から、水

温 20℃と 30℃の両ケースとも、実験値と理論値がほぼ一

致していること（１次反応の過程が妥当であること）がわ

かる。また、表 1 は水温条件の違いによる呼吸速度並びに

遺骸の分解による酸素消費速度の比較を示している。この

表から、遺骸の酸素消費速度が最も大きな値を示す実験開

始直後では、水温 20℃の条件下において貝の呼吸速度の

約 3 倍となっているのに対して、水温 30℃の条件下にお

いては遺骸の酸素消費速度と呼吸速度は、ほぼ同じ値を示

していることが分かる。 
 次に、今回の実験により求めた遺骸の全酸素要求量とホ

トトギスガイの乾燥肉質に含まれる炭素含有量から算出した全酸素要求量の値を比較検討する。実験結果より

求めた全酸素要求量は、水温 20℃下で約 1500(mg/g)、30℃下で約 1100(mg/g)となった。それに対して、遺

骸の乾燥肉質質量から推定したホトトギスガイの全酸素要求量は約 1093(mg/g)であった。この差異が生じた

原因としては次の二つが考えられる。 
①乾燥身質量の推定及び遺骸に占める炭素含有量の推定に際して誤差が生じていた。②20℃条件下において

は、炭素以外の含有物(窒素やリン)が海水中に溶出して酸素を消費している可能性がある。しかしながら、そ

の原因物質については断定出来なかった。 
水温が上昇するほど反応速度が増加すると考えられるため、遺骸による酸素消費速度も大きくなると考えた

が、結果として水温が低い条件のほうが酸素消費速度は大きくなった。しかし、両方の水温条件において共通

している事項として、実験開始直後の酸素消費

速度は呼吸速度よりも早く、また分解が進むに

つれて経時的に酸素消費速度は遅くなること

が明らかとなった。 
5.結論および今後の課題 
 今回の実験より得られた結論は、 
①ホトトギスガイの遺骸の分解速度は、時間

と共に変化すること。 
②遺骸による酸素消費速度を時間の関数として定式化できたこと。 
③ホトトギスガイの遺骸の分解による酸素消費が貧酸素水塊を更に助長している事実を実験結果から示せ

たこと。 
の三点である。 
また、今後の課題として、様々な水温条件下で実験を行い、遺骸の分解が最も進む温度を見つける必要があ

ると考えられる。また、今回の実験結果から考えると、同じ個体を用いて呼吸速度と遺骸の酸素消費を測定す

る必要があると言える。 
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表 1 遺骸の酸素消費速度と呼吸速度の比較 

図 4 酸素消費量と t(h)の関係 
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